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「いしかわ地域づくり円陣2018」の開催について 

 平成30年12月2日(日)に小松市において、住民主体の地域づくり活動の促進を目的とした

研修交流会「いしかわ地域づくり円陣2018」を次のとおり開催いたします。 

 

１ タイトル  共感と交流～学ぼう、遊ぼう、つながろう～ 

２ 主 催  石川地域づくり協会（事務局：県企画振興部地域振興課内）、石川県                    

３ 開催日時  平成30年12月2日(日) 13:30～（受付13:00～） 

４ 会 場  公立小松大学中央キャンパス（小松市土居原町10-10） 

５ 概 要 

※発表団体などの詳細は別添のチラシをご覧ください。 

なお、時間割がチラシ記載の時間から以下の時間に一部変更になっております

ことをご留意ください。 

【開会】13:30～14:00 

   石川地域づくり表彰、オリエンテーション 

 【地域づくり団体による分科会（前半）】14:05～15:05 

   ○しまんと新聞ばっぐ金沢支部（金沢市） 

「「伝える」と「伝わる」」 

   ○北國とおり町にぎわい協議会（小松市） 

「いいだしっぺの力学」 

   ○ＮＰＯ法人歴町センター大聖寺（加賀市） 

「口も汗も金も出す 景観まちづくり」 

 【地域づくり団体による分科会（後半）】15:20～16:20 

   ○一般社団法人語り部協会（能美市） 

「先人の心を後世に残すには」 

   ○ピースバンクいしかわ（野々市市） 

「「お金をください」と言える力をつける」 

   ○里山自然学校こまつ滝ヶ原（小松市） 

花咲く湯涌・まちづくりネットワーク推進プロジェクト（金沢市） 

「里山の資源を活用し地域を豊かに」 

 【閉会】16:35～16:40 

 【交流会】16:50～18:00 

地域振興課 

担当：藤井 

内線：3685 

直通：076-225-1335 
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【 時 間 割 】

授業内容と参加申し込み方法は、うら面をご覧ください。

全校集会
開会、石川地域づくり表彰、オリエンテーション

1限目　13:30～13:55

【国語】 「伝える」と「伝わる」
　　　  しまんと新聞ばっぐ金沢支部（金沢市）

【理科】 いいだしっぺの力学
　　　  北國とおり町にぎわい協議会（小松市）

【社会】 口も汗も金も出す 景観まちづくり
　　　  ＮＰＯ法人 歴町センター大聖寺（加賀市）

２限目　14:00～15:00

【国語・音楽】 先人の心を後世に残すには
　　　  一般社団法人 語り部協会（能美市）

【算数】 「お金をください」と言える力をつける
　　　  ピースバンクいしかわ（野々市市）

【理科】 里山の資源を活用し地域を豊かに
　　　  里山自然学校こまつ滝ヶ原（小松市）
　　　  花咲く湯涌・まちづくりネットワーク推進プロジェクト（金沢市）

３限目　15:15～16:15

全校集会　閉会

カブッキーランドカルチャールームに集合！
交流・団体紹介・飲食・特産品コーナー。

交流会　16:50～18:00 ※会費（1,000円）が必要です。

４限目　16:30～16:40

地域づくり円陣とは？
石川地域づくり協会が毎年開催している

地域づくりシンポジウムです。

集まって円陣を囲むことが

地域づくりの原動力（エンジン）になります。

2・３限目の授業（分科会）が選べます。

☆休み時間は

　学生交流ホールに
集まろう♪

団体活動風景

団体活動風景

詳細はこちら▶

開 催 日 時：平成30年12月2日（日）13:30～（受付13:00～）

会　　　場：公立小松大学 中央キャンパス
　　　　　  　小松市土居原町 10-10（こまつアズスクエア 3 階、JR 小松駅西口から徒歩 1 分）

　　　　　　 ※お車でお越しの場合は、JR 小松駅周辺の市営駐車場をご利用ください。（料金の割引あり。）

募 集 対 象：地域づくり関係者、企業・事業者の方、公務員など。地域をなんとかしたい人、やりたいこと

　　　　　　をして地域貢献したい人、地域でがんばる人を応援したい人は、どなたでも参加できます。

募 集 定 員：100 名　※定員に達し次第、締め切ります。

参 加 費：無料　※交流会に参加される方は会費（1,000 円）をいただきます。

主　　　催：石川地域づくり協会、石川県

応　　　援：石川県内の地域づくり団体のみなさん



〔団体紹介〕

「見えるつながり」を活動スローガンに地域づ

くり活動に融資する非営利バンクです。出資者

と融資先をつなぎ、お金の地産地消をすすめ、

融資先の社会貢献活動を通じ、地域内のヒト・

モノ・コトがつながる新しいコミュニティを創

造し、石川の持続可能な地域社会づくりへの

貢献を目指しています。

〔意見交換したいこと〕

融資・クラウドファンディングで活動への資

金調達を成功させた県内事例のポイントを

学びます。

【算数】「お金をください」と言える力をつける
担当団体／ピースバンクいしかわ（野々市市）
進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 谷内博史

【理科】里山の資源を活用し地域を豊かに
担当団体／里山自然学校こまつ滝ヶ原（小松市）

花咲く湯涌・まちづくりネットワーク推進プロジェクト（金沢市）
進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 加茂谷慎治〔団体紹介〕

「想いを繋ぎ、人々に笑顔を」の理念に沿って、

語り部の普及、啓発活動を行っています。各地

域に残された伝統文化や民話の中には、心あ

る教訓が幾つも込められています。その“心”を

未来へ引き継いでいくことも地域づくりに必要

と感じています。

〔意見交換したいこと〕

地域づくりの中で大切にしたい先人の心とは？

何を変え、何を変えないのかを考えよう。

【国語・音楽】先人の心を後世に残すには
担当団体／一般社団法人 語り部協会（能美市）
進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 森山奈美

お 名 前
3名まで記入できます

① ② ③

所 属 団 体

参 加 　 ／ 　 不 参 加 参 加 　 ／ 　 不 参 加 参 加 　 ／ 　 不 参 加

２限目／　□国語　□理科　□社会

３限目／　□国語・音楽　□算数　□理科

２限目／　□国語　□理科　□社会

３限目／　□国語・音楽　□算数　□理科

２限目／　□国語　□理科　□社会

３限目／　□国語・音楽　□算数　□理科

参 加 　 ／ 　 不 参 加 参 加 　 ／ 　 不 参 加 参 加 　 ／ 　 不 参 加

石川地域づくり表彰式

2・3 限目の選択授業

交流会（参加費1,000円）

〈 参 加 申 込 書（ F A X 用 ）〉

連 絡 先
電話番号・携帯電話番号・
メールアドレスなど

※この申込書には３名分まで記入できます。

昨年度、当協会では加盟団体を対象にアンケートを実施。地域づくりを進めていく課題として、最も多かった回答は「人」に関することでした。

今回の円陣では、「人」に関する課題を、①コミュニケーション・伝える（国語）、②資金調達（算数）、③新しい活動に取り組む人（理科）、

④活動目的・ビジョン・ミッション（社会）に分け、授業風に分科会を開催します。

県内で活動する地域づくり団体が授業を担当し、「人」や仲間づくりをめぐる課題やそれを乗り越える方法などを参加者と語り、学び合います。

《 開 催 趣 旨 》

お申し込み先：石川地域づくり協会事務局（石川県地域振興課内）

TEL.076-225-1335  FAX.076-225-1328      chiiki1@pref.ishikawa.lg.jp
※電話・FAX・メールのいずれかでお申し込みください。お申し込みの際は、下記の「参加申込書（FAX用）」の項目をお知らせください。

申込み締め切り：11月29日（木） ※当日参加も可能ですが、なるべく事前申込をお願いします。

【授業（分科会）紹介】

〔団体紹介〕

小松市龍助町・西町周辺を拠点に活動。平成

26年以降、情報発信やイベントなどを行い、

今年10月には「北國とおり町マーケット」を開

催し、約50店舗が出店し6,000人が来場す

るイベントを実施しています。

〔意見交換したいこと〕

活動のきっかけと

な る「い い だ しっ

ぺ」はどんな人か。

地域でどんな変化

が起きるのか。

【理科】いいだしっぺの力学
担当団体／北國とおり町にぎわい協議会（小松市）
進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 安嶋是晴

〔団体紹介〕

加賀市大聖寺において、旧大聖寺藩の歴史的

資産を守り、整備することによって、住む人々

に潤いを与え、子どもたちが地域に誇りを持っ

て暮らせるように、また、地域が活性化するよう

にと平成13年に発足したNPOです。

〔意見交換したいこと〕

活動に対する志や

ビジョン、活動への

人 の 巻 き 込 み 方、

活動継続の秘訣。

【社会】口も汗も金も出す 景観まちづくり
担当団体／ NPO法人 歴町センター大聖寺（加賀市）
進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 埒　正浩

【国語】「伝える」と「伝わる」
担当団体／しまんと新聞ばっぐ金沢支部（金沢市）

進行役／石川地域づくり協会コーディネーター 赤須治郎、大地美子

２限目

14:00～15:00

3限目

15:15～16:15

参
加
申
し
込
み
方
法

〔団体紹介〕

高知で始まった「しまんと新聞ばっぐ」活動に共

感。県内在住3人のインストラクターが活動普

及に努めています。同活動の産みの親である梅

原真氏の助言もあり、主にお寺を活動の場に。

結成一年半で図書館でのWS、大学のゼミ授業

など、活動の場を広げています。

〔意見交換したいこと〕

活動を伝える（広める）

ために、どのような工

夫をされていますか？

〔団体紹介〕

〈小松市滝ヶ原地区〉古くから石切場として伝

統文化を培い、ハッチョウトンボやホタルなど

貴重な自然を育んできた土地です。自然と文化

を活かし、廃校となった那谷小学校滝ヶ原分校

と滝ヶ原保育所の施設を利用して「自然学校」

が活性化の取り組みを進めています。

〈金沢市湯涌地区〉人口減少、少子高齢化、小中

学校の存続といった課題を解決するため、町会

や公民館など地域団体の代表が集まり「ネット

ワーク推進プロジェクト」を設立。空き家物件の

随時提供、魅力を伝えるイベント、特産品開発な

どを行っています。

〔意見交換したいこと〕

地域の資源を活かす取り

組みを持続させてゆくうえ

で最も大切なことは何か？


